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表4：治療後側貌頭部X線規格写真分析
186
募「
長田・佐藤：長期的観察を続けた空隙歯列弓を伴うAngle　Class　II　div．1症例
甑．、．、．1い
Pt
　　　　・　　へ　　　『、
袴
パ
…w・、・
藩
憾i
ξ
図8：再来院時模型写真
細㌧11ぺい．
図9：再治療後模型写真
ン・∵
f）「
！　　　～・
松本歯学　18（2）1992
によること，あるいは歯列弓が狭窄し口腔が狭陰
になった為に嚥下の行動に影響を与えるという報
告6）もされており，それらの要因が重なって起
こったとも考えられる．一般に異常嚥下癖の治療
としては，不正咬合に対する原因除去として，
Tongue　cribやTongue　wallの様に強制的に悪
習癖をやめさせることを狙う方法や，Spur付き装
置の様に鋭利なWireに接触した時の感覚的反射
を利用したもの，筋機能訓練による方法等ll）があ
げられる．
　本症例における再発後の治療としては，舌の大
きさに問題は認められなかった為に，リテーナー
とエラスティックによる空隙閉鎖と，歯列弓形態
の再構築，本人に対しての筋機能訓練による正し
い嚥下の方法を習得させるものとした．
　以上の様に，今回のAngle　Class　II　div．1症例
を経験し長期的観察を行う上で，初診時における
習癖などに対する問診，検査の重要性，口腔領域
における環境変化と習癖との関係や歯列弓形態，
舌の機能，周囲筋組織の状態など相互の関連性に
ついてあらためて，再認識させられた．
ま　　と　　め
　今回我々は，長期にわたり観察を行った空隙歯
列弓を有するAngle　Class　II　div．1症例の治療に
際し，歯列弓形態の変化などにより舌習癖である
異常嚥下癖の出現を認めたものの，その後の治療
により非常に良好な結果を得た1症例を経験し，
その概要を若干の反省を加え報告した．
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